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    ウオーキング 2022 

京成バラ園は世界に誇るバラ園を

目指している。見てみたいと、かなり

の遠出とはなるのだけれど衝動に駆

られてのウォーキングだ。 

  ８月２７日（水）に定例会を開催して,

京成バラ園でのウォーキング内容を

協議・確定してから、すでに２か月ほ

どが過ぎている。本日１０月２６日（水）

案内書に沿って地下鉄東西線から相

互乗り入れ先の東葉高速八千代緑が

丘駅改札前に９時５５分に集合出発と

言いたいのだが小ハプニングが。 

アクセス 

 荻窪駅から地下鉄東西線に乗車。目

的駅までの直行便が有るのだが、途

中お尻が痛くなってしまうだろうと東

陽町駅で急行に乗り継ぐつもりが３人

ともに寝込んでしまい、西船橋で次の

各駅停車に乗り継いだ。予定時刻より

１０分程遅れで緑が丘駅に到着となった。  

 バラ園は駅から徒歩 15分程なのだ

が,前回の浜離宮キバナコスモスウォ

ーキングでの苦い経験を経て、バス

便の利用としている。予定のバスから

１５分遅れて次の便に乗車し５分程に

てバラ園前に到着。荻窪から計 90 分

程の乗車時間だ。 

 

京成バラ園に 

 

京成バラ園入り口 

 
京成バラ園内図＆匂いのバラコース 

 

入り口左の展望台
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展望台からのパノラマ 

写後方の林内には、自然風庭園も有る 

 

ベル薔薇とのコラボ;宝塚が懐かしい！ 

 入園料は 1,200 円。結構な値段だ。

1,600品種 10,000株（参考：埼玉与野

バラ園は 70種 3000株）のバラを見

るには何回か通わないと、どのよう

に見て廻ったら良いのか迷ってしま

いそう。秋バラには３種類のお薦めコ

ースがあり、そのうちの「バラの香り

に包まれるコース」＋αを選択する。

40分 1,800歩と説明書きにあるが写

真を撮りながら見廻ると、20％増しの

50分 3,000歩程となった。 

バラ・薔薇・ＲＯＳＥ 

 バラ達は、それなりの開花状況で

待っていた。花の姿も･色も･匂いも

「それなり」で「来て良かった」と言い

たいところだけれど「1,200 円は少々

高いかも」と脳内の計算機が静かに

呟いたのでした。 

 カメラの電池が切れてしまうと云う

２番目のハプニング。撮れただけの

拙い写真を添付します。今回は花の名

前を省略させて頂きますが勘弁お願

いします。 
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集合写真―１ 

 
集合写真―２：バラを背景に 

バラ園入口に戻りランチへ 

 バス便にて八千代緑が丘駅に戻り、

駅西９０ｍ程に有る「ＨiＲＯ」へ。メイ

ンディシュにパスタorパエリアor魚

介のグリルとサラダにアーモンドケ

ーキとコーヒーが付いて 1,300円と

コスパの良いセットをオーダー。バラ

の後味をリセットしてくれる美味しいラ

ンチを頂いた。ウォーキング案内に記

載した店が、前日電話をしたところ、出

てもらえず他の店に急遽変更してい

たのだけれども、チャンと開いてい

たと言うラッキーな３番目のハプニン

グではあった。 
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エクステリア

魚介類のグリル 

これにアーモンドケーキとコーヒーが付いている 

     

レストラン ひろ (takeda-kikaku.com) 

 

エピローグ 

 年頭での計画に合わせＲＯＳＥウォ

ーキングをなんとか実施出来た。 

 ＷＩＮＧＳにとって、この季節は、歩

数を伸ばせる心地良い季節なのだが、

バラ園内をほどほどのペースで見て

廻ることで、かなり疲れを覚えたのだ

った。全歩数は 5,000歩程に。 

 前回８月のキバナコスモスウオーキ

ングの経験から歩数を減らしておくべ

きとの思いには合致出来たかも。 

 昨年秋の埼玉与野バラ園が、満開か

つ無料とベストであったがゆえに、京

成バラ園に期待をし過ぎたのかも知

れない。世界に誇るとの唄い文句に

必ずしも実感出来なかったのは、少々

残念ではあった。 

 ただ昨日迄の冬の小雨のような天

候が、快晴となってくれたのは日頃の

行いが証明されたようで嬉しい。 

 来年は、ＲＯＳＥウォーキングを横

浜：港の見える丘公園でバラを味わ

い、中華街で美味しいランチにしよう

かと目論んでいる。 

  

 また先月度の定例で１1月の紅葉 

ウォーキングの素案を検討し、今回の

ランチミーティングで、埼玉東川口安

行で綺麗な紅葉の朱色と美味しいウォ

ーキングの実施予定を確認した。 

深まりゆく晩秋を楽しみにしている。 

       

       ２０２２０１０２６ 

       Suginami ＷＩＮＧＳ 

                    記 ＪＵＳＴing 

 

 

 

 

 

http://www.takeda-kikaku.com/hiro/manth.html

